	針刺し直後の対応―――――――――――――――――――――――――
　1．応急手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　傷口から血液をしぼり出し、流水で洗い流す

　　　
　2．管理責任者、提携医療機関に連絡　　　　　　　　　　　　
事故の状況、48時間以内の所在場所と連絡先を報告する

　3．血液情報把握　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　利用者・スタッフ双方について！

HIV感染の可能性がある場合の対応のポイントと流れ――――――――――――――

　利用者がHIV抗体陽性と判明している場合　　　　　　　　　

　　●当事者スタッフはただちに指定医療機関を受診（採血）する。

　　　また、できるだけ早期に予防服用をする。

　　（受診医療機関名）：

　　（電話番号）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　

　　※利用者の情報が不明な場合の血液検査の実施については、よく協議して

　　　対応を検討する。


①責任医師に連絡し、当事者スタッフへ説明してもらう


　　②担当病院に連絡し、ただちに来院


　　③被事故者が女性の場合、妊娠反応（尿検査）を行う


　　（ただし、妊娠の可能性がまったくない場合は省略してもよい）


　　④抗HIV薬の予防服用について決定する


　　　・服用する場合の承諾書


　　　・服用拒否に関する承諾書


　　⑤抗HIV薬の予防服用を開始する


　　　開始の場合は、できるだけ早く服用を始める（事故から2時間以内）


　　⑥2回目の服用は、8時間以内


　　　※以後の服用は、責任医師と相談した上で


　　⑦利用者へのインフォームド・コンセントを責任医師が行う（同意書）


　　⑧スタッフへの対応はすべて労災扱い


　　








